
契約図書

県道鳥取国府線外道路除雪業務委託（歩道２工区）



１ 県道鳥取国府線外道路除雪業務委託（歩道２工区）

２ 鳥取市立川町外

３ 令和7年3月25日限り

４

５ 除雪業務　一式
　歩道除雪　L=5.5km

業 務 内 容

業　務　概　要　書

業 務 名

業 務 場 所

履 行 期 間

事 業 目 的



電話 0858-85-0227 松田　巧 080-5757-8993 松田　巧 080-5757-8993 貸与 ＨＧ１台

ＦＡＸ 0858-85-0355 竹内　亮二 070-3780-3960 竹内　亮二 070-3780-3960

松本　陽平 080-5757-8991 松本　陽平 080-5757-8991

電話 0857-51-8989 事務所 0857-51-8989 大久保　豊 090-5268-3960 貸与 ＨＧ１台

ＦＡＸ 0857-51-8998 大久保　豊 090-5268-3960 矢部　久悦 090-7126-2097

勝田　靖史 080-1940-9178 森　親一郎 090-2294-9637

電話 0857-22-3138 中江　吉男 090-4140-3868 中江　吉男 090-4140-3868 貸与 ＨＧ２台

ＦＡＸ 0857-24-4588 城戸　良之 090-4694-8059 城戸　良之 090-4694-8059

枡田　圭之輔 080-9952-8700 枡田　圭之輔 080-9952-8700

森本　邦彦 080-9952-8699 森本　邦彦 080-9952-8699

電話 0857-28-2244 平木　優成 0857-28-2244 持回携帯 090-7896-5040 貸与 ＨＧ２台

ＦＡＸ 0857-28-2256 中島　久美 090-5264-5121 （寺谷、澤、下山の３名輪番）

野藤　悦男 090-9733-2244

電話 0857-28-2072 事務所 0857-31-4000 佐藤　郁雄 090-8992-9704 貸与 ＨＧ１台、Ｍ１台

ＦＡＸ 0857-28-3949 佐藤　郁雄 090-8992-9704 三室　大輔 090-1682-5462

三室　大輔 090-1682-5462 鈴木　早織 0857-31-4000

電話 0857-53-4331 村本　和好 090-1680-2370 村本　和好 090-1680-2370 貸与 ＨＧ１台、Ｍ１台

ＦＡＸ 0857-53-4729 姫田　靖彦 090-4691-4595 姫田　靖彦 090-4691-4595

電話 0857-37-1828 佐々木　恭二 080-1638-6875 佐々木　恭二 080-1638-6875 貸与 ＨＧ１台

ＦＡＸ 0857-37-1829 山内　辰也 090-3178-2983 山内　辰也 090-3178-2983

野村　修 090-7978-2475 野村　修 090-7978-2475

電話 0857-28-2072 事務所 0857-31-4000 麻木　延郎 090-4695-8503 貸与 ＨＧ１台

ＦＡＸ 0857-28-3949 麻木　延郎 090-4695-8503 鈴木　秀人 080-1919-5737

鈴木　秀人 080-1919-5737 鈴木　早織 0857-31-4000

電話 0857-53-1275 西村　良和 090-3374-8608 西村　良和 090-3374-8608 貸与 ＨＧ１台

ＦＡＸ 0857-53-5730 恩田　峰男 090-1683-1773 恩田　峰男 090-1683-1773

電話 0857-53-4331 村本　和好 090-1680-2370 村本　和好 090-1680-2370 貸与 ＨＧ１台

ＦＡＸ 0857-53-4729 姫田　靖彦 090-4691-4595 姫田　靖彦 090-4691-4595

電話 0858-85-0811 藤森　真樹 090-4656-3670 藤森　真樹 090-4656-3670 貸与 ＨＧ２台

ＦＡＸ 0858-85-2384 小林　一郎 090-7775-0160 小林　一郎 090-7775-0160

谷長　俊輔 080-1945-2762 谷長　俊輔 080-1945-2762

電話 0857-53-4331 村本　和好 090-1680-2370 村本　和好 090-1680-2370 貸与 ＨＧ１台

ＦＡＸ 0857-53-4729 姫田　靖彦 090-4691-4595 姫田　靖彦 090-4691-4595

電話 0857-53-4606 藤原　智宏 090-7778-1369 藤原　智宏 090-7778-1369 貸与 ＨＧ１台

ＦＡＸ 0857-53-4608 稲垣　慎樹 090-7548-6640 稲垣　慎樹 090-7548-6640

安藤　誠 090-7371-0600 安藤　誠 090-7371-0600

電話 0857-53-4606 藤原　智宏 090-7778-1369 藤原　智宏 090-7778-1369 貸与 ＨＧ１台

ＦＡＸ 0857-53-4608 稲垣　慎樹 090-7548-6640 稲垣　慎樹 090-7548-6640

安藤　誠 090-7371-0600 安藤　誠 090-7371-0600

電話 0857-24-0476 田中　祐介 090-5700-2281 田中　祐介 090-5700-2281 貸与 ＨＧ１台

ＦＡＸ 0857-29-2540 田中　静雄 090-7376-2972 田中　静雄 090-7376-2972

松田　弘美 090-3371-5955 松田　弘美 090-3371-5955

電話 0857-24-0476 田中　祐介 090-5700-2281 田中　祐介 090-5700-2281 貸与 ＨＧ１台

ＦＡＸ 0857-29-2540 田中　静雄 090-7376-2972 田中　静雄 090-7376-2972

松田　弘美 090-3371-5955 松田　弘美 090-3371-5955

電話 0857-28-2072 事務所 0857-31-4000 鈴木　秀人 080-1919-5737 貸与 ＨＧ１台

ＦＡＸ 0857-28-3949 鈴木　秀人 080-1919-5737 鈴木　正雄 080-1919-5509

鈴木　正雄 080-1919-5509 鈴木　早織 0857-31-4000

電話 0857-28-2072 事務所 0857-31-4000 鈴木　秀人 080-1919-5737 貸与 ＨＧ１台

ＦＡＸ 0857-28-3949 鈴木　秀人 080-1919-5737 鈴木　正雄 080-1919-5509

鈴木　正雄 080-1919-5509 鈴木　早織 0857-31-4000

ＨＧ：ハンドガイド、Ｍ：搭乗式ロータリー

歩道
６工区

（株）鈴木家引業 鈴木　正雄

歩道
４工区

(株)田中造園土木 田中　静雄

歩道
５工区

（株）鈴木家引業 鈴木　正雄

歩道
２工区

開発建設(株) 藤原　智宏

歩道
３工区

(株)田中造園土木 田中　静雄

１７工区 (株)原田建設 村本　和好

歩道
１工区

開発建設(株) 藤原　智宏

１３工区 (株)原田建設 村本　和好

１４工区 中央建設（株） 藤森　真樹

１１工区 （株）鈴木家引業 鈴木　正雄

１２工区 （株）西村組 西村　良和

９工区 (株)原田建設 村本　和好

１０工区 （有）山辰建設 佐々木　恭二

６工区 (株)興洋工務店 寺谷　尚樹

８工区 （株）鈴木家引業 鈴木　正雄

４工区 （有）オオクボ 大久保　豊

５工区 大和建設（株） 中江　吉男

除雪機械 備考

旧１工区 （株）さくら建設 松田　巧

令和３年度歩道除雪業者一覧表

工区 委託業者 担当者 電話／FAX 連絡先（昼間） 連絡先（夜間）
貸与
／

借上

※取扱注意（個人情報含む）

4工区
5工区

6工区

歩道1工区

歩道2工区

8工区

歩道3工区

歩道4工区

9工区

10工区

歩道5工区 歩道6工区

11工区

12工区

13工区

14工区

17工区

1工区

令和６年度 歩道除雪工区図

気高支所

鹿野支所

佐治支所

鹿野支所



数　量　総　括　表

雪寒

除雪工

歩道除雪工

クローラ・ハンドガイド型除雪機

小型ロータリ除雪機運転(昼間) クローラ・ハンドガイド型 ディーゼル駆動 25PS級

貸与

小型ロータリ除雪機運転(夜間) クローラ・ハンドガイド型 ディーゼル駆動 25PS級

貸与

待機補償費

待機補償費

待機料

待機料（昼間） クローラ・ハンドガイド型 ディーゼル駆動 25PS級

小型ロータリ除雪機 貸与

待機料（夜間） クローラ・ハンドガイド型 ディーゼル駆動 25PS級

小型ロータリ除雪機 貸与
時間 6

時間 6

一式

一式

一式

時間

時間 6

時間 18

一式

一式

変更数量 増減 備考

一式

工事名
    県道鳥取国府線　外　道路除雪業務委託（歩道２工区）

鳥取市立川町外

工種・種別・細別
規格 単位 当初数量



(1) (2) (3) (4) (14)

区　　間 　除雪延長(km) 　歩道除雪延長(km)

（起点～終点） 　雪寒(公共) 雪寒(公共) 単県

重点Ⅰ 重点Ⅱ その他 優先 優先

鳥取 主 鳥取港線 千代橋東詰交差点～今町一丁目交差点 0.0 1.3 1.30 歩道2工区

鳥取 一 鳥取国府線 末広温泉町交差点～卯垣交差点 0.0 4.2 4.15 歩道2工区

工区名事務所
路線
種別

路　線　名

除雪区間・延長一覧

(5) (8)
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除雪業務に係る特記仕様書【歩道除雪】 
 
 この特記仕様書は、県が管理する国道及び県道において、一般交通の確保のために行う

除雪業務に適用する。 
 なお、実施においては、本仕様書によるほか、別に定める除雪業務実施要項及び鳥取県

土木共通仕様書に基づくものとする。 
 
第１条（業務委託の範囲） 

業務の対象範囲は別図のとおりであるが、業務対象範囲外についても状況により作業

の追加等範囲を変更する場合がある。 
なお、業務対象範囲の変更を行う場合は、事前に協議書により確認するものとする。 

 
第２条（除雪業務期間） 
  本業務における除雪業務期間は、令和６年１２月１日から令和７年３月２１日までの

１１１日間とする。 
 
第３条（用語の定義） 

 本仕様書における用語の定義は次のとおりとする。 
一次除雪：新雪除雪により、普通車同士、又は普通車と大型車が円滑にすれ違い可

能な道路有効幅員５～６ｍ程度を確保するための除雪をいう。  
二次除雪：一次除雪完了後、大型車同士が円滑にすれ違い可能な道路有効幅員６～

７ｍ程度を確保するための除雪をいう。  
排雪除雪：排雪等により、片側２車線以上の幅員を確保し、また次期降雪に備え、

堆雪帯、路肩等の排雪、運搬排雪するための除雪をいう。  
豪 雪 時：大雪警報発令時及び同警報の発令が見込まれる時をいい、それ以外の降

雪時を「通常時」という。  
重点除雪区間：緊急輸送道路、主要幹線通行規制時の迂回道路、主要バス路線等、

大型車の交通量が多い路線において、重点的に二次除雪、排雪除雪

及び応援除雪 を行う区間をいい、それ以外の区間を「一般除雪区

間」という。なお、重点除雪区間は区間Ⅰ、Ⅱに分類し、区間Ⅰよ

り優先的に除雪を行う。 
 
第４条（一般事項） 
１ 受託者は、除雪の遂行に当たっては、安全かつ円滑な交通を確保するために道路を良

好な状態を保つよう維持しなければならない。 
２ 受託者は、業務区間の道路附属物や占用物件等について、除雪作業に支障となる箇所 

を事前に把握し、事故を防止するよう努めなければならない。 
３ 除雪の遂行に当たっては、一般交通、歩行者等の安全を確保し、交通の管理に十分注 

意しなければならない。 
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４ 受託者は、委託者から報告を求められた場合には、作業内容、気象及び道路状況等を 

報告しなければならない。 
５ 業務区間において事故防止のための緊急の処置をした場合には、速やかに監督員に処 

置内容を報告し、監督員の指示を受けなければならない。 
６ 受託者は、業務区間において通行規制を行う必要がある場合には、事前に監督員と協 

議しなければならない。 
７ 受託者は、除雪作業による事故や除雪機械の故障又は苦情等があった場合には、速や

かに監督員に報告し、その指示を受けなければならない。 
８ 受託者は、業務遂行における連絡体制を定め、あらかじめ連絡体制報告書（様式第１

号）により監督員に報告しなければならない。 
 
第５条（出動基準等） 
１ 歩道における除雪の出動基準等は、次に定めるところによるものとする。 

項 目 出 動 基 準 備    考 

出動基準 

歩道上の積雪深が２０㎝程度。 

ただし、豪雪が見込まれる場合及び

大学入学共通テスト等で監督員が別

途指示する場合には、気象予報に応

じて早期出動を行う。 

・車道除雪と並行して歩道除雪を

実施するよう努める。 
・車道除雪により、横断歩道及び

バス停付近に寄せられた雪堤

については、人が通れる必要幅

分を速やかに除去する。 
 
２ 通常時における除雪作業完了目標は、次に定めるところによるものとする。 

項 目 車道除雪 歩道除雪 

除雪後の 
残雪深 

【重点除雪区間】 
５㎝以下とする。 
【一般除雪区間】 
５～１０㎝以下とする。 
なお、交通量の少ない山間部はこの

限りではない。 

１０㎝以下とする。 
歩道上に圧雪が形成されている

場合についても極力１０㎝以下

になるよう努める。 

除雪幅 

一次除雪完了後、二次除雪を実施し、

道路有効幅員６～７ｍ程度を確保す

る。 
気象予報により再度降雪が見込まれ

る場合等、状況に応じて二次除雪に

続き、排雪除雪を行う。 

道路有効幅員１．０ｍ以上を目標

とするが、やむを得ない場合は、

７５㎝以上とする。 
駅周辺などの歩行者の多い箇所

については、利用形態に応じた必

要幅を確保すること。 
備 考 

 
バス路線は、バスの運行に支障がな

いように行う。 
１車線道路の除雪幅は現地条件に応

じて可能な除雪幅とする。 

長靴又は防寒靴で歩行可能な状

態とする。 
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 気象予報により、再度降雪が見込

まれない場合は、原則として残積雪

深が５ｃｍを超えない時点で完了さ

せるものとする。 
 
３ 豪雪時の除雪体制として、２日（４８時間）の連続除雪が可能な人員の確保に努める

こと。 
 
第６条（準備体制） 

受託者は、常に気象状況に注意を払い、作業基準に達したとき、又は委託者から指示

があったときには速やかに出動できるよう準備体制を整えておくものとする。 
 
第７条（除雪待機） 

 １ 除雪機械の稼働１回につき、稼働前１時間及び稼働後１時間の計２時間を点検・整備

等に要する時間として取り扱うので、待機料の対象として報告すること。 
２ 大学入学共通テストの実施日等、特別に待機が必要な時は除雪待機を要請する場合が

ある。この場合、待機の指示から出動までの時間が待機時間となるので、実際の待機時

間を報告すること。 
３ 第１項及び第２項の待機時間は重複しないよう注意すること。 
 
第８条（除雪作業） 

 １ 受託者は、第５条の出動基準に達したとき、原則、委託者の指示を待たず自主的に速

やかに出動し、除雪作業を実施するものとする。また、委託者から指示があった場合に

はそれに従うものとする。 
 

２ 除雪の完了時間は、通勤通学時間帯を考慮して午前６時３０分までの完了を目処とす 

るが、降雪の状況又は路線の特性等でやむを得ない場合はこの限りではない。 
 
第９条（除雪機械） 

除雪機械は、契約時に貸与除雪機械調書に記載した機械（以下「貸付機械」という。）

を使用しなければならない。ただし、やむを得ない理由（例：貸与機械の故障により代

替機を使用する等）により貸付機械を変更する場合については、あらかじめ監督員への

協議が必要である。 
 
第１０条（変更契約） 

 本業務の契約数量は、実働稼働時間に基づいて契約数量の変更を行うこととし、その

増減に応じて、契約金額についても増減を行うこととする。 
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第１１条（作業報告） 
１ 受託者は、自主的に出動する際は事前にその旨を委託者に報告すること。 
２ 受託者は、作業終了後速やかに作業実績報告書（日報）（様式３）を監督員に提出す

ること。 
３ 貸付機械については、機械運転日報（様式４）を併せて提出すること。 
 
第１２条（苦情等の処理） 

業務中に沿道住民等から苦情又は意見等のあった時は丁寧に応対し、直ちに監督員に

報告するとともに、適切な処置をとること。 
 
第１３条（機械の貸与） 

 貸付機械の引渡しは、委託者と受託者の双方が立会い、当該機械の整備状況を確認し

た上で行うものとする。 
 
第１４条（貸付機械の管理） 
１ 受託者は、貸付期間中は貸付機械を良好な状態に保つよう管理しなければならない。 
２ 受託者は、貸付機械の使用、管理等は、次に基づき行うものとする。 
（１）貸付機械の日常整備、簡易な修理等は受託者の責により実施すること。 
（２）貸付機械の整備は、当該機械に精通した者が行うこと。 
（３）貸付機械の使用に当たっては、受託者名を記載したステッカーを受託者で用意の 

  うえ、これを車体へ貼付すること。（記載例：「受託者 ○○建設（株）」） 
３ 委託者は、受託者が貸付機械の引渡しを受けたにもかかわらず、正当な理由なくこれ

を使用しない場合、又はこの仕様書に違反した場合は、貸付機械の返納を命ずる場合が

ある。 
４ 貸付機械に使用するタイヤ、タイヤチェーン、カッティングエッジ、シャーピン等の 

部品については、相互で磨耗状況等を確認した後に貸与する。 
 
第１５条 削除 
 
第１６条 削除 
 
第１７条（貸付機械の状況確認） 
１ 委託者は、貸付期間中であっても貸付機械の使用状況等について確認を行うことがで

きる。 
２ 貸付期間中に車両点検等の必要が生じた際には、委託者の指示に従い点検等を受ける 

こと。なお、点検時に要した費用（チェーンの脱着手間代、回送時の燃料代）について 

は変更対象とするので、監督員に協議すること。 
 
第１８条（業務実施要領） 
１ 除雪業務は、降雪が出動基準に達した場合に自主的に出動するほか、委託者からの出
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動命令があった場合に除雪機械を出動させること。出動時間は地域により異なるが、通

勤、通学及びバスの運行する時間に間に合うように除雪業務を行うこと。 
２ 除雪作業においては、一般交通への影響を最小限にとどめるよう配慮すること。 
３ 除雪作業中は天候の如何にかかわらず、必ず前照灯を点灯すること。 
４ 除雪機械を作業現場に運搬するときは、舗装面を損傷してはならない。 
５ 除雪業務の実施に当たっては、効率的な除雪を心掛けるとともに、道路施設及び道路 

付属物（標識、ガードレール、カーブミラー等）を破損しないように細心の注意を払わ 

なければならない。 
 
第１９条（作業体制） 

除雪機械の乗車人数は、除雪作業中の安全性確保の観点から運転手と補助員の２名体

制を原則とする。 
 
第２０条（歩道除雪における安全対策） 
１ 歩道除雪においては、除雪機に巻き込まれる等の事故防止のため、作業の手順、除雪

機の取扱方法、整備方法等について、作業員に対して安全教育を行うとともに、事前に、

業務区間内の地形、障害となる構造物（縁石、開口部、植栽桝等）の位置等を把握し、

必要に応じてポール等の目印を設置すること。 
２ 作業の開始前及び作業中は、歩行者の有無等、周囲の安全を確認しながら作業を行う

こと。特に、歩行者が作業現場に接近し通過する恐れがある場合は、作業を一時中断す

る等により、事故防止に努めること。 
 
第２１条（業務の記録） 

業務の記録は写真管理により行うこととし、その頻度は次を基本とする。 
      対象路線：各路線毎に代表箇所   （区間が短い路線については省略可） 
   撮影頻度：着工前、施行状況、完了  各１枚以上 
 
第２２条（成果品） 
  業務完了後は、以下の書類を成果品として提出すること。 
  ①施工計画書 
  ②契約書の写し 
  ③出来形数量対比表 
  ④作業実績報告書（様式３） 
  ⑤機械運転日報（様式４） 
  ⑥写真（撮影頻度は前条参照） 
  ⑦貸与除雪機械調書、借受書、受領書及び返還書の写し 
 
第２３条（大学入学共通テストの体制） 
  試験実施日の前日の夜間からは、作業状況について確認を行うことがあるため、必ず

連絡がとれる体制を確保すること。 
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第２４条（除雪会議） 

 令和６年１１月中旬又は下旬に、除雪業務各工区の受託者と合同での打合せを行う予

定としているので、開催される場合は参加すること。 
  開催日等の詳細は、契約後に監督員に確認すること。 
 
第２５条（保険の加入について） 
  受託者は、貸付機械については、対人（１名につき２，０００万円以上）及び対物（１

事故につき１００万円以上）の賠償保険に加入すること。 
 
第２６条（その他） 

 この仕様書及び関係図書に定めのない事項については、委託者及び受託者双方の協議

により決定する。 
 



○除雪待機の考え方について
（１）１回目の除雪作業と２回目の除雪作業の間隔が２時間未満の場合

⇒ 作業時間の間隔を除雪待機として計上 待機時間 待機時間
（作業前） （作業後）

（２）１回目の除雪作業と２回目の除雪作業の間隔が２時間以上の場合
⇒ 作業時間の稼働前１時間及び稼働後１時間を除雪待機として計上 待機時間 待機時間

（作業前） （作業後）

22:00
除雪待機（稼働前）

23:00

2:00
除雪待機（稼働後） 除雪待機（稼働前）

3:00

0:00
除雪作業
（１回目）

1:00

6:00
除雪待機（稼働後）

7:00

4:00
除雪作業
（２回目）

5:00

22:00
除雪待機（稼働前）

23:00

0:00
除雪作業
（１回目）

1:00

8:00
除雪待機（稼働後）

9:00

2:00

3:00

4:00

除雪待機（稼働後）

除雪待機（稼働前）

5:00

6:00
除雪作業
（２回目）

7:00

報告時間

1時間

除雪作業

1時間

3時間

1時間

1時間

3時間

報告時間

除雪作業

3時間

1時間

3時間

1時間

1時間

間隔の１時間を除雪待
機として計上

作業の間隔が２時間以上
のため、各作業の前後１
時間を除雪待機として計
上



鳥取県除雪機械管理システム特記仕様書 
 

 

この特記仕様書は、鳥取県管理道路除雪において、ＧＰＳにより除雪機械の位置確認を行う、鳥取県除雪

機械管理システム（以下「システム」という。）の利用について定めたものである。 

 

１ システム概要 

  鳥取県管理道路除雪に使用するすべての除雪トラック、除雪ドーザ、除雪グレーダ、除雪ロータリー、

スノーローダ、トラクタショベル、凍結防止剤散布車（以下「車道除雪機械」という。）にＧＰＳ端末を

設置し、ブラウザ上の地図アプリケーションに各車道除雪機械の稼働状況、通行軌跡を表示し、除雪作業

の確認を行うシステムである。 

   

 

２ 特記事項 

【共通】 

（１）システムの閲覧対象は鳥取県、国土交通省、県内市町村及び鳥取県管理道路除雪業務受託者（以下「受

託者」という。）。 

（２）県貸与機械だけでなく、民間借上機械においてもＧＰＳ端末を設置する。 

（３）契約後、監督員よりシステムＵＲＬ，閲覧ＩＤ及びパスワードを交付する。 

なお閲覧ＩＤは１（ＩＤ／受託者）とする。 

（４）システムは当該業務においてのみ使用することとし、知り得た情報を第三者へ漏らしてはならない。 

（５）民間借上機械については、契約後、車両ナンバー、除雪機械の機種・規格を監督員に報告すること。 

【ＧＰＳ設置】 

（１）受託者は機械の県貸与、民間借上に係わらず、車道除雪機械全台に、ＧＰＳ端末を設置しなければな

らない。 

（２）受託者は貸与後、１週間以内にＧＰＳ端末の設置を行い、設置完了状況（写真）を監督員に報告する

こと。 

（３）ＧＰＳ端末及び周辺機器は県が貸与する。経年劣化、車の振動による故障については県負担により代

替機の貸与を行う。ただし、明らかに受託者の過失である場合はこの限りではない。 

（４）ＧＰＳ端末の設置は受託者で行うこと。ＧＰＳ端末毎に車両ナンバーを登録しているため、設置機械

を間違えないこと。 

（５）電源はシガーソケットを基本とするが、シガーソケットが無い場合は監督員に協議すること。 

（６）ＧＰＳ端末はダッシュボード上に設置すること。もし設置できない場合は、極力遮蔽物のない位置（空

が見えている位置）に設置すること。なお、ＧＰＳ端末は屋内用である。そのため、水の掛らない位置

を選定すること。 

【除雪作業】 

ＧＰＳ端末はエンジンのＯＮ／ＯＦＦを感知して自動で計測を開始するため、ＧＰＳ端末の操作は不要

である。 

【除雪完了後】 

除雪完了後もＧＰＳ端末は取り外さず、設置したままとすること。当該業務契約工区外の使用（他工区

応援除雪等）時においても、ＧＰＳ端末は取り外さないこと。 

【契約完了後】 

契約完了後は速やかに監督員にＧＰＳ端末、周辺機器を返還すること。 

 

上記によりがたい場合は監督員と協議すること。 



様式第１号

連絡 携帯電話 備考
順位

１

２

３

連絡 携帯電話 備考
順位

１

２

３

＊昼夜とも、２名以上記載してください。

業　　　 者　　 　名

担　　当　　者　　名

住　　　　　　　　所

電　　話　　番　　号

フ ァ ク シ  ミ  リ

職　名

連　絡　体　制　報　告　書

連絡先（昼間）

連絡先（夜間）
氏　　名 職　名

氏　　名

工　　　 事　　 　名
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間
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～
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～
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時
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。
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：
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様式　４

[ 　　　　工区 ]   業　者　名　：

作業内容

運　   転  　日

車種・登録番号

機　械　区　分

運 転 者 氏 名

同 乗 者 氏 名

１） 時 分 ～ 時 分

２） 時 分 ～ 時 分

１） 時 分 ～ 時 分

２） 時 分 ～ 時 分

３） 時 分 ～ 時 分

１） 時 分 ～ 時 分

２） 時 分 ～ 時 分

３） 時 分 ～ 時 分

稼働時間 合計 時間 分

Ａ　始業時 ｋｍ 時間  

Ｂ　就業時 ｋｍ 時間  

Ｃ＝Ｂ－Ａ ｋｍ 時間  

給 油 の 状 況 軽油 Ｌ

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

注） 使用時間は整備時間と稼働時間の合計である。

　９）

１０）

　３）

　４）

　５）

　６）

　７）

　８）

修理・整備の内容

Ｌ　　

路線種別　・　路　  線　  名 区　　　 　　　間

　１）

　２）

休止時間

稼 働 状 況

走行距離の読み アワーメーター/タコの読み

使用時間

整備時間

機 械 運 転 日 報　〔貸付機械〕

鳥取県鳥取県土整備事務所



様式　４

[ 　　　　工区 ]   業　者　名　：

作業内容

運　   転  　日

車種・登録番号

機　械　区　分

運 転 者 氏 名

同 乗 者 氏 名

１） ４ 時 ００ 分 ～ ８ 時 ００ 分

２） 時 分 ～ 時 分

１） ４ 時 ００ 分 ～ ５ 時 ００ 分

２） ７ 時 ００ 分 ～ ８ 時 ００ 分

３） 時 分 ～ 時 分

１） 時 分 ～ 時 分

２） 時 分 ～ 時 分

３） 時 分 ～ 時 分

稼働時間 合計 ２ 時間 分

Ａ　始業時 ｋｍ 時間  

Ｂ　就業時 ｋｍ 時間  

Ｃ＝Ｂ－Ａ ｋｍ 時間  

給 油 の 状 況 軽油 Ｌ

小河内 ～ 神馬

佐貫 ～ 水根

小倉 ～ 山上

佐貫 ～ 渡一木

～

～

～

～

～

～

注） 使用時間は整備時間と稼働時間の合計である。

　９）

１０）

区　　　 　　　間

鳥取県鳥取県土整備事務所

　５）

　６）

　７）

　８）

　１）一　小河内加茂線

　２）一　本鹿高福線

　３）主　鳥取河原用瀬線

　４）一　鷹狩渡一木線

アワーメーター/タコの読み

修理・整備の内容

Ｌ　　

路線種別　・　路　  線　  名

1,234.5

1,260.1

25.6

島根　次郎

休止時間

稼 働 状 況

走行距離の読み

使用時間

整備時間

車道除雪

令和　２年　１月２８日　～　１月２９日

除雪ドーザ１３ｔ　車番　鳥取０００る３１１

機 械 運 転 日 報　〔貸付機械〕（記載例）

除雪器械

鳥取　太郎



様式４について

機械の運行(作業）に当たり、次の事項についてご注意ください。

１、機械使用後は速やかに運転日報を記入し、維持管理課へ
　　FAXにて報告してください。
　　※１（使用時間は整備時間、休止時間、稼動時間を合わせたものを記入してください）
　　※２（使用時間等、記入する場合、必ず３０分刻みで記入してください）

２、作業に当たる際には、使用前、使用後に点検整備を
　　行ってください。（待機料として稼動の前後１時間を計上）

３、点検にて不具合（エッジの消耗、チェーン切れなど）が生じて
　　いる場合には自動車管理室へ御連絡ください。（こちらで
　　修理の手配等行います）

４、機械の稼動がしばらく無い場合には、１週間に１回程度
　　暖気運転を行ってください。

５、使用当日に給油できず、やむを得ず次の日に給油を行う場合や
　　給油のため、廻送した場合は運転日報は必要ありませんが、
　　走行キロ、使用時間は、次の日報に合わせて記載ください。

連絡先 鳥取県土整備事務所　維持管理課
　　　　　電話　０８５７（２０）３５７６
　　　　　FAX　 ０８５７（２０）３５９８

自動車管理室
電話　 ０８５７（２０）３５５５

自動車管理室（千代水車両基地）
電話 ０８５７（２８）４７３８


